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◼ 「海の豊かさを守り次世代へ繋ぐ」に取り組む任意団体
◼ ブロックチェーン、ＩｏＴ、音声認識技術等、高度 ITの利活用により、
◼ 漁場から食卓まで（Ocean to Table）の end-to-end に亘る水産資源管理の高度化に

取り組み、正しい資源管理に基づく漁獲物を社会へ伝えてゆくことで、
◼ 「サスティナブルな漁業普及」「商品価値向上」「水産消費拡大」を目指す
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■コンサルティング：1社
・株式会社UMITO Partners ：サスティナブルシーフード・コンサルティング ※幹事会社

■生産段階：2社
・株式会社大傳丸 ：沿岸漁業者（千葉県知事許可 中型まき網）
・有限会社中仙丸 ：沿岸漁業者（千葉県知事許可 中型まき網）

■加工流通段階：1社
・海光物産株式会社 ：水産加工・卸売

■販売段階：2社
・楽天グループ株式会社 ：インターネット関連サービス（楽天市場）
・株式会社フーディソン ：ECサイト(魚ポチ等)、小売店(sakana bacca)

■ＤＸ：５社
・アイエックス・ナレッジ株式会社 ：ITシステム開発（水産ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑ基盤） ※幹事会社
・テクノ・マインド株式会社 ：ITシステム開発（水揚情報音声入力システム）
・日本アイ・ビー・エム株式会社 ：ITサービス（ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ基盤、データセンター） ※幹事会社
・株式会社ライトハウス ：IoTシステム開発（漁撈IoT）
・日工テクニカルサービス株式会社：業務運用サービス、ヘルプデスク、デジタルサイネージ

2023年5月1日現在

Ocean to Table Councilについて 2/2
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2020.10.6 水産経済新聞 1面 「企業連携で水産トレサ」シーフードショーでのスマホ画面画像付き

2020.10.6 みなと新聞 1面 「消費者に水産トレサ提供へIBMなど７社システム開発向け協議会設立」

2020.11.6 TSSS2020 パネルディスカッション「ocean to table (海から食卓まで) : サステナブルな漁業を促進するブロックチェーントレーサビリティの活用」」

2020.11.13 （株）シーフードレガシー主催「水産編: サステナビリティの実践と企業ブランディング」講演

2021.7.15 Food and Hotel Asia (FHA) Match Seafood and Frozen Food ‘Japanese Sustainable Seafood: Matching Technology with 

Tradition for long term Prosperity’  (JETROからの招へいで講演）

2021.9.28 水産経済新聞 １面「魚に履歴パスポート IUU防止と安心感実現へ 11社が都内鮮魚店で実証実験」

2021.10.18 読売新聞 「鮮魚 出どころ QRコード 2店実証事業 漁獲日時や流通ルート」

2021.10.19 Environmental Defense Fund記事 「漁業者に当事者意識を 第三者の監視も一案」

2021.10.27 NHKおはよう日本 放送 「水産物の情報 QRコードで」

2021.11.2 WWFジャパン主催のウェビナー「第5回カツオ漁業の持続可能性に関するラウンドテーブル」 講演

2022.2.7 みなと新聞 1面「トレサ開示で魚価１割向上 東京大チーム 消費者アンケートを分析」

2022.2.7 水産経済新聞 1面「漁獲履歴に付加価値／Ocean to Table Council」

2022.5.2 @DIME誌 漁業の収益向上や人手不足問題を解消する「6次産業化」とそれを支えるDXとブロックチェーン技術」

2022.6.29 Environmental Defense Fund 主催 US-Japan Second Data Symposium での講演 （全講演者の資料含む – 日本語版）

2022.6.29 Environmental Defense Fund 主催 US-Japan Second Data Symposium での講演 （全講演者の資料含む – 英語版）

2022.10.13 笹川平和財団・海洋政策研究所「田中元研究員がPICES 2022 ベストポスタープレゼンテーション賞を受賞しました」

2022.12.7 みなと新聞 １面 「スマホＱＲでトレサ確認サカナバッカのツキヒガイ販売で実証実験」

2023.1.23 週刊水産新聞 最後面「ツキヒガイで実証実験 漁獲証明で消費者にアピール トレーサビリティのO2T」

水産庁 「水産物輸出拡大連携推進事業/バリューチェーン改善促進事業/個別プロジェクト評価委託事業」での紹介「Ocean to table council」

O2T 活動について - メディア等に掲載された記事例

https://sustainableseafoodnow.com/2020/program/
https://sfl-workshop2020-4.peatix.com/?lang=ja
https://japan.edf.org/news/2021/10/19/85
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/iot-wwf/
https://www.minato-yamaguchi.co.jp/minato/e-minato/articles/120186
https://www.suikei.co.jp/%e6%bc%81%e7%8d%b2%e5%b1%a5%e6%ad%b4%e3%81%ab%e4%bb%98%e5%8a%a0%e4%be%a1%e5%80%a4%ef%bc%8focean-to-table-council/
https://dime.jp/genre/1378504/
https://japan.edf.org/us-japan-second-data-symposium-jpn
https://japan.edf.org/us-japan-second-data-symposium
https://www.spf.org/opri/news/20221013.html
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/attach/pdf/value_chain-88.pdf
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日本の水産の課題

6

⚫ 「ｘｘ県産」とされていたアサリの97%が、実は中国や韓国産

⚫ 有名クロマグロ産地で漁獲を過少申告。一部のマグロ漁船が、漁協を通さずにマグロ仲買業者など

に直接横流し

⚫ yｙ県内ではシラスウナギの捕獲は全面禁止なのに、1キロ150万円程度の高値で県外に密売

⚫ 不漁で魚介高騰 乱獲が影 すし店「イカ 仕入れ値５倍」

(最近１年の報道より)
出典：
水産庁ホームページ 水産白書
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/

r03_h/trend/1/t1_2_1.html

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r03_h/trend/1/t1_2_1.html
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r03_h/trend/1/t1_2_1.html
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◼ 天然魚の漁獲を厳しく管理（天然漁獲枠＝IQ方式）して資源維持
◼ 世界全体では養殖は成長産業
◼ 「トレーサビリティ」（いつ、どこで、だれが獲ったか、どこをとおってきたか）普及

7

出典：
水産庁ホームページ 水産白書
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/

r03_h/trend/1/t1_4_1.html

世界の漁業トレンド

世界の漁業・養殖業生産量の推移

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r03_h/trend/1/t1_4_1.html
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r03_h/trend/1/t1_4_1.html
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IUU漁業 - 日本はワースト12位（152か国中）

IUU(Illegal, Unreported and Unregulated)漁業とは・・・
◼ 操業に関する情報を適切に報告しない（無報告）
◼ 地域漁業管理機関等の規制を逃れて操業している（無規制）
◼ 世界全体の13-31%の漁獲量がIUUという調査あり
2022年12月から、ようやく日本でも「水産流通適正化法」を施行。ウニ、ナマコから「漁獲証明」必要に

出典：
https://iuufishingindex.net/ranking

8

IUUのワースト上位国のリスト

https://iuufishingindex.net/ranking
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米国が日本からの輸入でトレーサビリティ義務化へ 1/2

食品輸出の拡大を目指す
日本でも、こうしたグローバル

趨勢への対応が急務に

出典：
農林水産省Webサイト 一部抜粋
https://www.maff.go.jp/j/shokus
an/export/fsma_traceability.html

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/fsma_traceability.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/fsma_traceability.html
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米国が日本からの輸入でトレーサビリティ義務化へ 2/2

多様な水産品が対象

出典：
農林水産省Webサイト 一部抜粋
https://www.maff.go.jp/j/shokus
an/export/fsma_traceability.html

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/fsma_traceability.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/fsma_traceability.html
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実証フェア1 - 「江戸前フィッシュパスポートフェア」

12

⚫ 令和３年度水産庁・バリューチェーン改善促進事業に選定され、水産庁が支援

⚫ 長期的な目標は

「サスティナブルな漁業普及」「商品価値向上」「水産消費拡大」

◼ 江戸前(東京湾)で資源管理を実践し持続可能な漁業を推進する (MEL取得済、FIP実践中) 

株式会社大傳丸、有限会社中仙丸が漁獲した美味しく“由緒正しい”魚を提供する

◼ これらの魚の情報を、漁獲・加工・流通・販売までの水産バリューチェーンをブロックチェーン技術等

でデジタル化する

◼ 消費者は商品に貼付されたQRコードをスマートフォン等で読み取ることで「誰が・いつ・どこで漁獲

した魚で、どのように自分の手元まで届けられたのか」といったトレーサビリティ情報を知ることができ、

安心・安全な魚を購入できる

◼ ２０２１年９月ー１０月、Ocean to Table (O2T) Council が実施

プロジェクト概要

※「QRコード」は(株)デンソーウェーブの登録商標です。以下同様

https://sakanabacca.jp/blogs/news/edomae-fish-passport
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「江戸前フィッシュパスポートフェア」 商品とルート

13

漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

配送

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

Ｆoodison大田 中目黒店
豪徳寺店

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口 消費者

配送約10函/週

漁獲情報 荷捌・梱包情報 出荷情報 入荷情報 出荷情報 入荷情報

EDOMAE

レストランの予約に応じて配送 日本橋
La Paix

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

商品： 「江戸前瞬〆スズキ」 鮮魚・冷凍フィレ
出口： sakana bacca中目黒店・豪徳寺店（丸魚、刺身、切身など）・冷凍フィレ（招福チラシなど）

日本橋レストラン 「La Paix （ラぺ）」

Ocean to Table アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

レストラン

IBM, アイエックス・ナレッジ

消費者用アプリ
の説明動画へ

https://app.box.com/s/y81gw316nhluvrt6pz8wghtigsh65nn0
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漁船上

◼ 航跡、漁獲量
等を記録

「どこで、どれだ
け、どの魚が獲れ
たか」

将来予定
◼ 漁場予測
◼ 資源評価
◼ 認証取得

14

帰港時

漁獲データをO2Tアプリケーションに
APIで自動アップロード （１日１回）

漁船上の操業支援タブレット漁撈IoT 「ISANA」
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トレーサビリティ情報登録手順（トレース情報登録）

15

「出荷」の場合の例（スマホあるいは業務用タブレットで実施）

『QR読み込み』を
タップ

※自動的にカメラ機能が起動します

QRコード(複数可)を
カメラで読み込む

『閉じる』を
タップ

『登録』
をタップ

事業者（海光物産、Foodison大田、sakana bacca店頭）のトレース情報登録手順

小売店A
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漁獲 加工・流通 出口 消費者

◼ QRコードは、以下を含む
事業者コード＋商品コード＋ロット番号（QRコードの発行単位でロット番号）

◼ 出漁前から、水揚げ数を予測し海光物産[梱包場所]で番号を確定

海光物産

QRコードの運用 - 1/4
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漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

海光物産

漁獲 加工・流通 出口 消費者

漁獲情報

江戸前

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

IBM, アイエックス・ナレッジ
Ocean to Table アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

QRコードの運用 - 2/4
◼ 「荷捌・梱包」を行う海光物産にて、出口側で複数切り身商品などになる数を想定して、
同一QRコード付シールのシートセットを印刷

◼ ビニール袋に入れ函に同梱
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漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

海光物産

漁獲 加工・流通 出口 消費者

漁獲情報

江戸前

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

Ocean to Table アプリ
IBM Supply Chain Intelligence Suite (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

IBM, アイエックス・ナレッジ

QRコードの運用 - 3/4

◼ 函の外側にも、中に入っている商品のQRコードを添付（中継市場の入出荷処理用）

梱包時の
函と
QRコード

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

荷捌・梱包情報 出荷情報
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消費者

19

QRコードの運用 - 4/4

漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

配送

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

Ｆoodison大田 中目黒店
豪徳寺店

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口

配送

江戸前

レストランの予約に応じて配送 日本橋
La Paix

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

レストラン

◼ 出口（店舗）では、商品にQRコードを「江戸前フィッシュパスポート」に装飾して展示
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ISANAから
漁獲日ごとに航行期間の緯度、

経度を送信し
トレース画面に反映

現状、水揚げ現場の作業
変更負担を避けるため、

重量/数量は
O2Tアプリには送信していない

ISANAでは保持管理

「トレース画面」で、GDST KDEを表示

O2Tアプリの機能としてKey Data Elements 

wild（天然魚）
aqua （養殖魚）

いづれも格納表示できる

データ種類 項目名

江戸前フィッシュパスポート向け

出力
有無

出力内容

GDST

漁船名 ○ No.17,No.18 DAIDENMARU

漁船登録番号 ○ ＣＢ2-50072,ＣＢ2-50073

漁船の固有番号 N/A -

漁業許可 ○ Large purse seiner

漁船の旗国 ○ JP

漁船の公的レジストリへのハイ
パーリンク

○ NONE

魚種 ○ BAJ

アイテム / SKU / UPC / GTIN ○ 商品識別コード（GTIN）

KDEとのlink 内部に保持 (QR Code) -

漁獲日（期間） ○ ISANAの投網年月日～揚網年月日

漁船の航行期間 ○
漁船の航行期間 (開始日）～漁船の航行期
間 (終了日）

漁業水域 ○ FAO61

製品形態 ○

漁獲イベント：WHL
加工イベント
瞬〆すずき（鮮魚）：OTH、瞬〆
瞬〆すずき（冷凍フィレ）：FIL、瞬〆

漁具の種類 ○ FAO Surrounding nets

消費期限日/生産日 ○ 消費期限日または生産日

生産方法 ○ MARINE_FISHERY,WC

製品の原産国 自明のため非表示 -

収穫認証機関 ○ MSC

収獲認証の加工・流通過程管
理

○ JFRCA 20C3500011

陸揚げ承認 沿岸漁業で自明なので非表示 -

陸揚げ日（期間） 沿岸漁業で自明なので非表示 -

陸揚げ場所 沿岸漁業で自明なので非表示 -

重量/数量 ISANAにのみ保持 N/A

人間福祉ポリシーの存在 ○ YES

人間福祉ポリシーの標準 ○ 労働基準法

GPS座標の利用可能性 ○ YES

衛星漁船追跡機関 ○ https://isana.lighthouse-frontier.tech/

漁業改善プロジェクト ○
Japan Tokyo Bay sea perch - purse 
seine
https://fisheryprogress.org/

漁業許可（免許）:番号 ○ No.24,25

母港または国内漁業根拠地
○ Funabashi

国別追加情報

アプリ内部では全KDEs入力・格納可能

(GDST) v1に準拠

GLOBAL DIALOGUE
on Seafood Traceability

「持続可能漁業」見える化している情報 １

https://traceability-dialogue.org/gdst-standards-and-materials/
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「持続可能漁業」見える化している情報 2 

21

「トレース情報」画面で、取得されている証明書が見える

「証明書」を必要に応じてデジタル署名し、格納・表示（標準機能）

天然魚 養殖魚

Fishery 
Improvement 
Projects 

Aquaculture 
Improvement 
Project 

今回は対象となる瞬〆スズキを
使った商品の下記画面で見える

「海光物産」
->「取り扱い商品」

今回は対象となる瞬〆スズキを
使った商品の下記画面で見える

「海光物産」
->「取り組み」説明文

証明書添付の許可取得に
ついては個別に対応予定

Marine 

Stewardship 

Council

Certification

Aquaculture 

Stewardship 

Council

Certification

Marine

Eco-Label

Certificate

Aquaculture

Eco-Label

Certificate

天然魚、養殖魚 養殖魚

© 全国漁業協同組合連合会

https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
https://aipdirectory.org/what-is-an-aip/
https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
https://www.msc.org/for-business/fisheries/developing-world-and-small-scale-fisheries/fips
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タップ

タップ

トレーサビリティ表示

ルート

取り組み

取り扱い商品

企業紹介

タップ

荷捌・梱包

2021/8/25 2:00

2021/8/25 14:00

2021/8/25 17:00

2021/8/26 4:00

2021/8/26 4:30

2021/8/26 6:30カメラでQR
コードを読んで
下さい

タップ
※次ページ
ご参照

消費者向け「トレース情報」 画面構成 1/2 

22
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このエリアをタップすると

①瞬〆スズキの商品情報、

②さらにスクロールすると「栄養成分」や「アレル

ギー情報」が表示される

消費者向け「トレース情報」 画面構成 2/2 

23
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<ご参考> O2T サプライヤー向け漁獲証明情報提供機能

24

◼ O2Tアプリの機能として、GDST, SIMP, EU(IUU規制)形式でサプライヤー向
けに漁獲証明情報を提供（表示）可能

◼ 提供するテータ形式は、個別に対応（下記添付デモではweb画面に表示）
◼ これまでの実証フェアでは利用していない
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フェア中の様子より

25

水産庁長官視察

民放各社取材

NHK取材 2回目

Council参加企業
メンバーで店頭説明

小学校高学年はSDGsや水産業の課題を学習しているためか、殆
どの児童が店頭で興味深々。「QRコードがどこで使われているか」の
街角調査で、フェア中の店舗に自主取材にくるグループまであった。
次世代の彼女らが、大人を啓蒙してくれることに期待感がある。

彼らに住みよい地球を残すことは、私たち大人の責務

WWF Webinar

IBM blogのレポートへは
こちらから

https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/iot-wwf/
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フェア中の消費者向け「対面」アンケート概要

26

◼ 時期：江戸前フィッシュパスポートフェア期間中
◼ 場所：sakana bacca 店頭
◼ 対象：来店客、及びフェア参加企業の社員・家族
◼ 方法：対面 及びＷｅｂアンケート
■回答者数：１４９名

回答者の属性



© 2023 Ocean to Table Council / IX Knowledge Inc.

フェア中の消費者向け「対面」アンケート 結果抜粋 1/2

27

はい

41%

いいえ

14%

どちらでもない

45%

Q1:フィッシュパスポートを見て、

商品を購入しようと思ったか
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フェア中の消費者向け「対面」アンケート 結果抜粋 2/2

28
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東大チームの追加調査研究 結果抜粋 1/3

29

◼ 東京大学 海洋アライアンスプログラムの一環として、大学院研究チームが「江戸
前フィッシュパスポートフェア」を取り上げて追加研究を実施

◼ フェアに来場した消費者ではなく、別途一般消費者に対しての、以下の目的での
調査研究
➢ 一般消費者が「江戸前フィッシュパスポートに含まれる情報にどれだけ支払い

意思があるか」を明らかにする。
➢ 漁業の付加価値としてのトレーサビリティが成立・普及するためのエビデンスを

提供する。

◼ 2022年2月までの一旦の成果は、下記の東京大学のサイトで参照可能

東京大学 「海洋問題演習」でまとめた社会提言 の中の、
(4) 食料安全保障問題 【課題1】産地を支える新技術…食料安全保障①

https://www.oa.u-tokyo.ac.jp/program/images/syokuryou_1.pdf

https://www.oa.u-tokyo.ac.jp/program/syakaiteigen.html
https://www.oa.u-tokyo.ac.jp/program/images/syokuryou_1.pdf
https://www.oa.u-tokyo.ac.jp/program/images/syokuryou_1.pdf
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東大チームの追加調査研究 結果抜粋 2/3

30

東京大学で公開している当該研究資料より抜粋

スズキの切り身200g =市場平均価格 250-300円
の商品に対しての「付加価値」
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東大チームの追加調査研究 結果抜粋 3/3

31

東京大学で公開している当該研究資料より抜粋
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「サスティナブルな漁業と地域活性化への貢献を検証する」

◼ 船舶グループ向けの位置情報共有アプリ「umico/ウミコ」 ＋ 鹿児島県日置市観光協会参加団体
「吹上浜の未来を考える漁業者たち」で実施

◼ 消費者は、自身のスマートフォン等からO2Tアプリを利用することで、誰が・いつ・どこで漁獲した月日貝で、
どのように自分の手元まで届けられたのかを、可視化された情報から知ることができる

◼ O2Tアプリによるトレーサビリティ情報が、産地の漁業関係者にどのような価値を提供できるのかを検証する

◼ 消費者の産地に対する興味・関心を喚起することで、地域活性化への貢献も期待

◼開催日程：12月3日（土）～12月4日（日）/ 12月10日（土）～12月11日（日）

◼開催場所： 見て、知って、食べて楽しむ体験型鮮魚店「sakana bacca」４店舗

◼ 実証実験参加団体・企業等（50音順）

アイエックス・ナレッジ株式会社（https://www.ikic.co.jp/index.html)

株式会社UMITO Partners（https://umitopartners.com/)

江口漁業協同組合

江口蓬莱館（https://eguchihouraikan.jp/)

航成丸

十起丸

株式会社はんぽさき 「umico」提供社（https://www.hampo.co/home)

姫来丸

吹上浜の未来を考える漁業者たち

株式会社フーディソン（https://foodison.jp/)

実証フェア2 - 「月日貝(ツキヒガイ)販促」 – 概要

33

2022年12月2日プレスリリース趣旨

https://www.ikic.co.jp/index.html
https://umitopartners.com/
https://eguchihouraikan.jp/
https://www.hampo.co/home
https://foodison.jp/
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実証フェア2 - 対象の流通ルート・商品・作業

34

DX化された水産バリューチェーン：IXナレッジ・日本IBM

PM５時～PM10時以降
※帰港後、砂抜き実施

十起丸・姫来丸・○○丸

加工・卸

配送

吹上浜の未来を考える漁業者たち

月日貝

中目黒・都立大学・
中延・豪徳寺

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口 消費者

漁獲情報 荷捌・梱包情報 出荷情報 入荷情報

十起丸・姫来
丸・○○丸

消費者の声

はんぽさき

実証実験の対象となる商品は月日貝、流通ルート及び関連する作業

・チラシ作成
・SNSでの告知
・装飾用シール作成
・QRコード発番・
印刷・ビニール袋詰め

事前作業

梱包 入荷
（XX時頃）

umico
※帰港後、
航跡の記録補保存が必要 O2Tアプリ O2Tアプリ O2Tアプリ

加工・装飾

・店頭やSNSでの告知
・購入者に月日貝の
食べ方のパンフレットや

装飾台紙（名刺サイ
ズ）を配布

砂抜き
※漁協のいけすを使用
（帰港後～）

※衛生管理しながら
袋詰め等は難しい

（漁獲翌日9時～11時）
出荷

IKIにて対応
Ｆ大田

配送

EC_B2B

市場便
※朝発送後、翌日深夜
（２・３時頃）にF大田着

10kg/店

10kg

装飾台紙・装
飾シールを同
梱

漁船、漁獲
日、最終出
荷先で分ける
必要あり。

漁船、漁獲
日で分ける必
要あり。

入荷 出荷
入荷

（XX時頃）

登録対象は
３隻となる可
能性あり
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実証フェア2 - 消費者向け画面表示内容 1/3

35

カメラでQRコード
を読み込む

タップ

消費者向けトレース情報表示

この実証フェア２では、
漁船が網を入れた航跡

全体を表示するようにしてみた

取り組み

取り扱い商品

企業紹介

タップ

タップ
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実証フェア2 - 消費者向け画面表示内容 2/3 

36

江口漁協の江口蓬莱館によるレシピ
(配布/展示向けカードの裏面QRコードを読むと表示)

https://eguchihouraikan.jp/recipe/

漁業者とその想い紹介

https://eguchihouraikan.jp/recipe/
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実証フェア2 - 消費者向け画面表示内容 3/3

37

吹上浜の未来を考える漁業者たちの情報 ー 商品、取り組みについての想い

取り組み取り扱い商品企業紹介
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実証フェア2 – sakana bacca 豪徳寺店の様子

38

東京 sakana bacca 豪徳寺店での販売の様子
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実証フェア2 – sakana bacca 購買者のレシピ利用例

39

鹿児島・江口蓬莱館のQRコードレシピ参考にsakana bacca 購買者が
作った月日貝のパエリア 月日貝＋ sakana bacca 人気の大あさり + 赤エビ
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実施後 漁業者 佐々祐一氏からのコメント抜粋 1/3

40

Q 今回は３隻で実証を行いましたが、こうした活動を地域で広げていく可能性な
どは感じられましたでしょうか？
A 単価・売れ行き・消費者の声を聴くことができる・もっとこうすれば売れそう
といったフィードバックを得られれば、広がっていく可能性もある。例えば
サカナバッカで普段より売れたところが貝の新奇性によるものではなく、トレサビ
の効果によるものであるなどが更に分析できれば。
適用先としては天然魚より、鹿児島に多い近隣の養殖魚の方が可能性は高いと思う。
単純なサプライチェーンではなく、魚へのこだわりといったエモーショナルな繋が
りで広げていく。

Q 今回、サカナバッカという新たな販路での実証でしたが、新規取引として何か
得られるものはありましたか？（販路拡大も目的として実証を行うメリット）
A 3年前は10枚300円だったツキヒガイが、今回のフェアでは1枚あたり
250~350円で販売されていた。売り方次第で単価は上がる、やり方一つだという
気付きを得た（以前は豊洲の仲買人に預けても見向きもされなかった・kg単価も低
かった）。
首都圏でも注目され買ってくれた。市場が広い。貝の詳細情報を付け足して販売す
るのもよい。サカナバッカの貝類仕入れ統括とは連絡を取り合えており、継続的な
取引も見込める。
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実施後 漁業者 佐々祐一氏からのコメント抜粋 2/3

41

Q 今回の吹上浜のツキヒガイに対して今回のトレースを通じてブランド力の
向上/低下/変わらない など感じられることはありましたか？
A あるように感じた。浜の規模として吹上浜は大きく、複数の漁協に跨っており
漁協によって考え方が違い、管理方法も異なる。それらを一様に「吹上浜のツキヒ
ガイ」とはしたくないため、トレサビを介することで中間業者に対しての品質保証
といった安心感などは増える。
究極的には養殖が出来れば、サステナブルなフードバリューチェーンの構築、購買
応援にもつながるのではないか。

Q その他、感じたことなどありましたら教えてください。
A O2T+umicoはトレサビをシーフードで絞っているところがいい（漁の航跡と
リンクしているなど）。
今回の実証では、ツキヒガイは漁師が直接いけすで管理している為、他の漁師が
獲ったものと混ざるということは起こらないが、他の魚などでは漁協に預けた後は
「誰が獲ったか」ではなく「色・サイズ・肉付き」などのカテゴリごとに管理され
る。つまり、他の漁師が獲ったものと混ざってしまう。
将来的には、漁協の中で混ざっている水産物に対しても、何番のいけす/冷蔵室の
中のどこの区画で管理していたかといったところまで追跡する必要があると感じた。
走りながら成功事例を作っていくのがよい。
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実施後 漁業者 佐々祐一氏からのコメント抜粋 3/3

42

Q その他、感じたことなどありましたら教えてください。（続き）
A 実施してみて良かった。仲間の教育になった（トレサビ・市場のニーズ）

A QRの運用に関しては慣れたら問題なかった。面倒だった点は、直接45分運転
して佐川の営業所に持ち込む必要があったこと（地域の輸送インフラの課題）。当
日届くことは非常に魅力だが、空輸なので輸送コストが高くつく。輸送コストの削
減も今後は検討する必要あり。
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店舗 sakana bacca コメント抜粋

43

Q 今回のフェアでのツキヒガイの売れ行きはどうでしたか？
A 通常、1日に10枚程度売れるツキヒガイが20枚程度売れた。通常時の販売より
も、トレーサビリティが付加価値としてついている分売れやすかったのではないか
と考えられる。（みなと新聞掲載記事より・岡部店長）

Q トレーサビリティを付けて水産物を販売することのメリットは何か感じられ
ましたか？
A トレーサビリティで流通情報を見ることが出来ることは、お客様に提案できる
きっかけになり、その点は付加価値と考えられる。（水産新聞の取材に対して・岡
部店長）
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仲卸 foodison大田 コメント抜粋

44

Q 昨年度の実証に比べて負担が減ったとのコメントも頂きましたが、具体的にど
のような点がやり易い、改善されたと感じられましたか。あるいは、
まだ大きな負荷がかかる部分がありましたらご教示ください。（作業コスト）

A 今回はモノの流れとしては吹上浜→大田市場 フーディソン大田（仲卸）→各店
舗＝ルートがすべて決まっていたため（中継点ではQRコードによる仕分け処理が
発生せず）、実証フェアからのための追加負担作業はなかった。これが入ってくる
と、中継点の負荷がかかり厳しい。（今回の実証フェア実施前の説明時、太田市場
現場の声）
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漁獲 水揚・加工・出荷

地域産地 加工・流通 出口 消費者

漁猟情報 水揚情報 加工情報 出荷情報
入荷情報 出荷情報

入荷情報

EC/オムニチャネル

加工食品部門

・・・・

店舗

卸など経由
生鮮品部門

Ocean to Table アプリケーション

◼ 水産業に取り組む事業者のモチベーション向上と、
新規参入者の促進

◼ 消費者からのフィードバックにより、商品の開発・
改善の促進

◼ 産品の希少性を活かし地域での食体験に勧誘

加工情報

将来構想 – 消費者との双方向対話活用

飲食店

うま味が素晴らしい！
ジンファンデルに合う！
いつ行けば食べられる？

＋

QRコードによるトレーサビリティ付
ブランド構築

SNS連携

対話

45
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漁獲 水揚・加工・出荷

地域産地 加工・流通 出口 消費者

漁猟情報 水揚情報 加工情報 出荷情報
入荷情報 出荷情報

入荷情報

EC/オムニチャネル

加工食品部門

店舗
生鮮品部門

Ocean to Table アプリケーション

◼ 輸出時にも商品価格向上による地域水産業者の収入増
◼ 日本よりもトレーサビリティ要件の厳しい大多数の国に向けた輸出機会の増加

加工情報

将来構想 – グローバル市場への輸出

飲食店

現地の言語で
コンテンツ提供

46
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Ocean to Table (O2T) アプリケーションの位置づけ

48

漁業（漁撈oT）

大傳丸・中仙丸

加工・卸

配送

海光物産

瞬〆 鮮魚

冷凍フィレ

加工

Ｆoodison大田 中目黒店
豪徳寺店

フーディソン

漁獲 加工・流通 出口 消費者

配送約10函/週

漁獲情報 荷捌・梱包情報 出荷情報 入荷情報 出荷情報 入荷情報

EDOMAE

レストランの予約に応じて配送 日本橋
La Paix

ライトハウス
社

ISANA
漁撈IoT

Ocean to Table アプリ
IBM FoodTrust (Hyperledger fabric 方式のblockchain利用)

レストラン

IBM, アイエックス・ナレッジ

◼ 国際標準 Global Dialogue on Seafood Traceabilityの定める、「トレーサビリティ」で必
要なデータとイベントを保持し、事業者および消費者に提示する

◼ これらのデータと漁業者や事業者の想いを「ストーリー」として「商品付加価値向上」をめざず

オレンジ色部分
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◼GS1 - 商品、事業所、通い容器、資産の識別
https://www.dsri.jp/standard/identify/

◼EPCIS – 流通における生産や物の受け渡し（イベント）の記述法
https://www.dsri.jp/standard/epc/epcis.html

■Global Dialogue on Seafood Traceability (GDST)
水産物を漁獲時から販売時まで一貫してトラッキングできるトレーサ
ビリティの世界標準 (2020年3月にv1.0発表) 。EPCISに沿っている

https://traceability-dialogue.org/what-is-the-global-dialogue/

◼ IBM Food Trust(新版名称はIBM Supply Chain Intelligent Suite) 仕様
https://food.ibm.com/ift/docs/
註）許可制ブロックチェーン(hyperledger Fabric)を利用した食品トレーサビリティのサービ
スで、 GS1 / EPCIS でのデータ仕様を前提としている

49

O2Tアプリケーションの利用するデータ体系と基盤

https://www.dsri.jp/standard/identify/
https://www.dsri.jp/standard/epc/epcis.html
https://traceability-dialogue.org/what-is-the-global-dialogue/
https://food.ibm.com/ift/docs/
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O2T アプリケーションの稼働環境

IBM Food Trust
(新package: Blockchain 
Transparent Supply)

⚫ EPCISに準拠し、流通における物の受け渡し（イベント）を記録する
クラウド型ソフトウェア

⚫ 商品コード体系は原則GS1

Hyperledger fabric ⚫ 台帳を含むHyperledger fabric （IBM Food Trust に内包）

• Hyperledger fabricとしての分散台帳はBlockchain 
Transparent Supply の下にあり、IBM Food Trustの利用者は
持たない。

Ocean to Table (O2T)
Application 

⚫ 消費者にいつ、どこで、だれがとったか、どこを通ってきたかを提示
するアプリ

⚫ 事業者の流通イベントを記録するアプリ
⚫ GDST に準拠したデータ保持
⚫ Kubernetes 環境で稼働 (AWS, IBM Cloud など利用)

消費者
ブラウザー

事業者
ブラウザー

EPCISに準拠したswagger API
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出典：一般社団法人流通システム開発センター（GS1Japan)

http://www.dsri.jp/standard/epc/pdf/epcis.pdf

•When（いつ）
•Where（どこで）
•What（何の商品が）
•Why（どうした（場面））を記録するもの

（Electronic Product Code Information Services）

EPCISとは -汎用的なトレーサビリティに利用

◼ 2021年から、IBM Food Trust はBlockchain Transparent Supply に再編
◼ 従来からの食品利用はそのまま継続
◼ EPCIS に準拠していれば、食品以外のサプライチェーンで汎用的に利用可能

https://www.dsri.jp/standard/epc/epcis.html


© 2023 Ocean to Table Council / IX Knowledge Inc. 52

◼ 記録するデータはGS1/EPCIS グローバル標準に準拠
基盤 / 開発環境 / API とも、EPCIS を知っていれば他業種で利用可能

IBM Food Trust の入力説明pageより抜粋

https://www.ibm.com/docs/en/food-trust?topic=processes-
build-product-scenarios

IBM IFT/BTS サプライチェーンで汎用的に利用可能なAPI

EPCISの作法通りに商品の発生、加工、
移動をアップロードしてゆけばよい

https://www.ibm.com/docs/en/food-trust?topic=processes-build-product-scenarios
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グローバル
なエコシス
テムに成長

FDAがトレースの最新のテクノ
ロジーとして紹介

Food Trust 

提供開始

ウォルマートの葉物野菜サプ
ライヤーが参加

カルフールがFood Trustとブ
ランド力との相関関係に言及

消費財メーカーや品質保証の視
点からの新たな参加者

アルバートソンがロメインレタスのト
レースを開始

ネスレ/カルフールが、マッシュポテト
のトレースを開始

2H 2018 2019-2021

フードトラスト

エコシステムの拡大：

• 300+ の参加者

• 12M+ のトランザクション

• 22,000を超える商品

• 店舗における6百万＋の商品管理

• 1日に50万の商品トレース

• 米国の食品小売Top10のうち4社が参加

+ その他

食の信頼に向けてのプラットフォーム構築の歩み

IBM FoodTrust (IFT) & Blockchain Transparent Supply (BTS)
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解決を目指す基本課題領域

10人中1人
が毎年食中毒にかかり、

42万人が死亡

4人に1人
の消費者のみが、

今日の食のシステムを信頼

80%
の食品メーカーで

紙ベースの業務が存在

1 / 3
の生鮮果物と野菜が、
品質劣化を理由に廃棄

追跡 証明書管理 鮮度分析* 消費者アプリ*

アーリーアダプター

モジュール

ブロックチェーン

専用モジュールを通じてサプライチェーン全体の情報へ安全にアクセス

IB
M

 F
o

o
d

 T
ru

s
t

サプライチェーン

55
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Walmartでは、葉物食品アウトブレークで発生するリコール（不良品追跡、商品棚からの撤去、廃棄）
損失を防止するため、生産者へのBlockchain利用を指示 (2018年9月24日)

米国：2018年のアウトブレーク

大腸菌 サルモネラ菌

36の州で

210名が
ロメインレタスから感染

• 朝食のシリアルがリコール
• 複数のクラッカーが自主的

リコール
• 東部では卵のリコール
• 20+の州で、カットメロン

がリコール
• 26州で生の七面鳥が感染

Sources: FDA.gov, CDC.goc)

https://news.walmart.com/2018/09/24/in-wake-of-romaine-e-coli-scare-walmart-deploys-blockchain-to-track-leafy-greens

Walmart Asks Suppliers of Leafy Greens 
to Use Blockchain

Dear Leafy Greens Supplier,

・・・To get started, you can follow 

instructions found at 
http://ibm.com/food/getstarted and 
select the onboarding
option and participation module that is 
right for you.・・・

（Supplier Letterより抜粋）

IFT – 初期利用者の目的 (ウォルマート)

https://www.ibm.com/blockchain/solutions/food-trust#1247701
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IFTとの連携による動的な鮮度管理/消費期限管理

Blockchain + IoT + Analytics

原材料受領

生産工程に回す

加工作業

包装、ラベル、梱包
• RFIDラベルを適用
• ラベルの読み込み

冷却・保管（品管）
• 冷蔵庫からの出入庫
• 工場からの出庫管理

配送事業者が受領
• 配送センターへの入庫

レストランに配送
• 配送センターから出庫

レストラン
• ウォークイン冷庫に入庫

店内加工
• 冷蔵庫からの

出庫をスキャ
ン

製造工程 配送工程 食の現場

Golden State Foods でのハンバーガー・パテ肉事例
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◼ ERP, RFIDの情報を取り込み、IoTによる温度管理を実現

◼高品質の肉パテ採用時、冷凍品 -> 冷蔵品に切り替えた際採用

◼ GS1イベントに紐づけブロックチェーンに記録

IFTと連携するデータ取り込みプラットフォーム

製造工程 出荷

Received
Issued to 

Production

Formed & 

Cased
Palletized

Exit 

QA Storage

Loaded 

onto Truck

Arrived 

At DC

Enter 

Zone 4

Exit 

Zone 4

Shipped to 

Restaurant

Arrived at

Restaurant
Consumed

E
P

C
IS

 

E
v
e

n
t

Commission Transformation Transformation Payload Observation Observation Observation Observation Observation Observation Observation Decommission

T
e

m
p

 

T
y
p

e

Product Ambient Product N/A Ambient Ambient
Ambient +

product
Ambient Ambient Ambient Ambient Ambient

R
F

ID
 V

e
n

d
o

r 
Io

T
V

e
n

d
o

rs

N/A Digi Digi N/A Digi Digi JDE iMonnit iMonnit iBright Coris N/A

配送配送センター レストラン

+N/A N/A

PPP

= “proactive” temp monitoring

Golden State Foods でのハンバーガー・パテ肉事例
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IFT-カルフール社（欧）の事例～トップライン向上

◼消費者がより高い「安心」を求める食品や日用品に拡大

ベビー・フード、オーガニック関連食品、繊維製品

目的： プライベート・ブランドのブランド力強化

• チキン、鶏卵、トマトから開始
• 約20品目に拡大：牛乳、オレンジ、グレープフルーツ、豚肉、チーズ、等
• フランス、イタリア、スペイン、中国で導入済み

効果測定： ボンタン（Chinese Pomelo）の売上倍増

• Halo 効果

2020年～： さらなる対象拡大とネットワーク拡張

スペインでのチキンの
パッケージ例
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IFT -持続可能なコーヒー農園の経営の事例

課題

• コーヒーの価格の急落

• 農家の収益は一杯あたりわずか数セント

• より収益性の高い作物生産への切り替え

解決策

• ブロックチェーンの活用

• 消費者が応援する農家にリアルタイムでチップや寄付と
いう形の利益を提供

成果

• 大手コーヒー商社やブランドが参加 日本大手商社も

• 消費者が手に入れた透明性は収益化され、コーヒー農家と
市場を支援

• 消費者と農家間での直接的な価値の交換
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IFTコーヒー農園事例 商品がどのように消費者に届けられたか追跡

商品情報 生産地 ～ 出荷 輸出～輸入 倉庫～焙煎
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IFT -水産物におけるグローバルの事例抜粋

天然魚の先行例

養殖例

GDSTに準拠したグローバル取引

• 船長の漁船がホタテを捕まえると、
システムがその重さ、漁船の経度、
緯度、船名、そしてホタテが捕ま
えられた時間を記録し、衛星を通
じてデータを送る

• レストランの顧客がメニュー上の
QRコードをスキャンしてホタテの
情報を確認

• 偽物を排除しノルウェー
ブランドを守る

• グローバルに輸出
• 管理された自動化孵化場

• 2030年国連活動に連動
• アルゼンチンの天然エビ、ベトナム

の養殖エビから開始(2021年6月発
表)

• ヨーロッパでの市場調査では、消費
者の

-半数以上がトレサビ付を選択する
-79％がブランドにとって重要要素

USノースアトランティック
ホタテ

ノルウェー北極圏
養殖サーモン

スペイン
’Nueva Pescanova’
によるエビ輸入

https://www.ibm.com/blockchain/resources/food-trust/seafood/
https://newsroom.ibm.com/2020-06-04-Kvar-y-Arctic-Using-IBM-Blockchain-to-Trace-Norwegian-Farmed-Salmon-to-North-American-Stores
https://newsroom.ibm.com/2021-06-08-Nueva-Pescanova-to-Help-Ensure-the-Traceability-of-Products-with-IBM-Food-Trust,-Supporting-More-Sustainable-Oceans
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終
ありがとうございました
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